










































Child’s Growth in Training Camp Nurture:





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1　参加費 2,500 円について
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（３）学生の育ち
ここでは、学生の振り返りを記す。
１）遊ぶ会
ペアのＤに初めて対面した時はとても緊張してい
て心を開いてくれるかとても不安だった。しかし、
遊ぶ会のふれあい遊びやレクリエーション通して次
第に会話も増え、お互いのことを話すことができる
ようになった。Ｄは、とても照れ屋で笑顔が可愛い
女の子であった。次第に、少し照れながらも膝に座
り、自ら話しかけてくれるようになった。私自身も
Ｄがリラックスして接してくれるような声掛けを
し、スキンシップをとるように心がけた。会が終わ
るころには、合宿保育を楽しみに思う気持ちが大き
くなった。遊ぶ会でのＤの印象は、照れ屋で笑顔が
可愛い女の子だと感じた。
２）合宿保育
合宿保育では、時には友達のように一緒に遊び、
時には親子のように接し、楽しかった思い出が沢山
ある。寝食を共にしたことで信頼関係も深まったと
思う。Ｄは運動がとても得意なようであった。移動
も走ることが多く、とても活発で元気いっぱいだっ
た。しかし食事の面では、苦手な食べ物が多かっ
た。昼食を自由にとることができるキッズダムで
は、保護者の方と事前にリサーチしたメニューを食
べることができ、とても喜んでいた。草ぶえの丘で
は苦手な野菜やおかずなどは少し残してしまってい
たが、私が声をかけてみると頑張って食べることが
出来ていた。短い間だったが、野菜を食べ切ること
ができた日はＤの成長を感じ、私自身もとても嬉し
かった。就寝時は、汗をかきながら寝ていて、汗を
かいているだけでもとても心配で、担任の先生に聞
きに行ってしまった。熱があるのか、寝苦しいの
か、全くわからず、先生に聞いてみると、「子ども
は寝るとき体温も上がって汗かく時もあるから少し
様子をみていれば大丈夫よ」と言ってくださった。
ホッとしたと同時に自分が本当に我が子と思えるほ
どの愛着がわいていることを実感した。
３）お楽しみ会
お楽しみ会では、ゼミの活動で「ももたろう」の
劇を行った。担当園児や学生に見てもらえるともあ
り、とても緊張していたがすごく楽しみだった。演
技している際、担当園児を見つけることができ、身
を乗り出して観ていてくれ、とても嬉しかった。劇
後の外遊びの時間などでは「お姉さんは鬼役だった
よね。すぐにわかったよ。」などと感想を話してく
れ、がんばって準備や練習をしたやりがいを感じ
た。また年長クラスで運動会のときに披露していた
「パラバルーン」を間近で見ることができた。運動
会でのパラバルーンを見たときは、前奏で子どもた
ちが出てきた瞬間から涙が溢れ、とても感動した。
また同様にお楽しみ会でのパラバルーンでも子ども
たちの凛とした姿が新鮮でとても心に残っている。
お楽しみ会を終えてのお別れは、とても寂しかっ
た。遊ぶ会・合宿保育・お楽しみ会、すべての行事
が終わってしまい、交流がなくなってしまうのは悲
しかった。しかし、Dとの思い出はとても大きくこ
れからも大切にし、次に会う機会を楽しみにした
い。
（４）考察
事前の「遊ぶ会」では、緊張の中にも期待で胸が
膨らみ担当園児と初めて対面するが、降園時には
すっかり打ち解けていた。合宿保育が楽しみになっ
たと学生からの声も多く聞かれた。当日は担当園児
と寝食を共にし、どのペアも時には親友のように遊
び、時には親子のように思えるほど仲が良くなって
いた。学生たちが園児に優しく接し、子どもたちも
学生を信頼して甘えている姿がとても微笑ましい。
子どもの気持ちを受け止めきれなかった時などは、
信頼関係の形成は簡単なことではなく、子どもたち
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の気持ちに寄り添い、思いきり関わり、一緒に多く
遊ぶことで少しずつ芽生えていくことを肌で感じと
ることができた。一方、子どもを持つ親の大変さを
も実感し、さらには、保護者と面談する機会では、
改めて子どもの命を預かる責任の重さや安全に対す
る配慮を学んでいく。保護者への報告会では、学生
たちが子どもたちの様子を伝え、保護者からは感謝
の言葉に涙ぐむ学生もいた。また、合宿保育後の
「運動会」や「お楽しみ会」では担当園児と再会し、
我が子のように成長した姿や活動に目を細め、大き
な感動を味わえた。様々な体験が得られる合宿保育
は、学生にとっても心に残る一生の思い出になって
いる。
７．まとめ
子どもの心とからだを育んでいくためには、自然
との関わりが重要である。自然物は子どもに感性を
呼び覚ましてくれる。興味関心の対象の幅が広が
り、子どもの意欲や主体性が育まれていくのであ
る。また、子どもにとってできなかったことができ
るようになり、少しがんばればできそうな自分を発
見することは、大きな喜びでもある。次の目当てを
持てるような声かけ、挑戦できる場、手ごたえのあ
る環境を用意することは子どもの自信を育てていく
ことに繋がる。自己肯定感や有能感が持てる「合宿
保育」の実践は、子どもたちに自信を与え、子ども
の育ちに大きな成果があった。今後も「こども園」
としての行事に繋げていくことが期待されるもので
ある。
さらに、オリエンテーションから始まり「遊ぶ
会」「合宿保育」「お楽しみ会」と続く一連の活動
は、学生にとっても心に残る貴重な経験となり、保
育者への道を大きく前進させた。子どもたちのいき
いきとした未来に向け、今後も保育現場と養成校が
共に歩んでいきたい。
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